


■ 第４回景観協議会のグループワークの結果 〜市役所前さくら通り地区の「良好な景観の形成に関する方針（たたき台)」について多くの意⾒をいただきました。意⾒の⼀部を紹介します。                

 １． 通り全体の⽅針 
 

 

 

 

案① 桜並木のもとに「集い」「くつろぐ」穏やかな時間が楽しめる景観づくり 

案② 集い、にぎわう、みんなのリビングさくら通り 

案③ 「集う」「憩う」「住みたくなる」 次代へつなぐ居心地の良い景観づくり 

案④ 訪れたくなるような並木道の景観を育てる 

 

 

 

 

 

２－１．項目ごとの⽅針《みち》 

 

 

■道路空間 

・通りの成り立ちや直線的で幅員の広い道路空間の特徴を活かし、眺めが良く 

ゆとりのある景観をつくります。 

・豊かな歩行者空間の魅力を活かし、安らぎのある憩いの空間をつくります。 

■交差点 

・眺めが良く開放感があり、みどり豊かな憩いの空間をつくります。 

■交通 

・安全で安心できる空間づくりに取り組むとともに、統一感のある景観づくり 

を行います。 
 

 

２－２．項目ごとの⽅針《みどり》 

 

 

 

■桜並木 

・桜並木は、通りのシンボルとして保全を図り、桜並木が映える景観を 

つくります。 

 

■植栽 

・並木の足元の植栽は、季節が感じられて潤いのある景観をつくります。 
 

 

 

 

 

２－３．項目ごとの⽅針《まちなみ》 

 

 

■住宅 

・桜並木と調和し、緩やかなまとまりのある街並み景観をつくります。 

■商業・業務施設 

・店舗が連なる場所では、ゆとりのある道路空間と調和し、お洒落でにぎわい 

のある景観をつくります。 

・看板等の屋外広告物は、みどり豊かな通りの景観に配慮します。 

■公共施設 

・公共施設は、通りの景観の先導的な役割を果たすよう、積極的に良好な景観 

形成を図ります。 
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通りのシンボルである「桜並木」が 

方針の中に明記されていて良い。 

道路が単なる通路ではなく 

公園のようになる感じがして良い。 

「みんなのリビング」 

という言葉が素敵。 

次の世代につないで 

いくことが大事。 

「並木道」を 

「桜並木」に変えると 

良いのではないか。 

商店街があるので、 

人が集まる、にぎわう 

ようなフレーズが良い。 

市内だけでなく、 

市外や国外からの 

お客さんも意識した 

アピールが大事。 

将来を見据えた標語に 

なっている。 

安全・安心は重要な事項。 
通りの景観として、 

「統一感」は目指したい。 

「開放感」は、 

交差点の空間の大きな魅力。 

もう少し短い文章にしたい。 

「通りのシンボル」という言葉が 

入っているのが良い。 

桜並木とその背景の景観が共存した 

相乗効果が表現されている。 

植栽の維持管理については、 

仕組みづくりや予算の確保が必要。 

交差点部分もあるので、 

「並木の足元」に限定しなくても良いだろう。 

・色合いについて基準が必要。 

・あたたかみのある色調で統一できると良い。 

・高さやオープンスペースの基準も必要。 

気軽に入れるお店や、 

お洒落で治安の良い 

お店が増えてほしい。 

屋外広告物の指針が必要。 

そのルールを守ってもらうための 

仕組みも大事。 

・公共施設が「先導的な役割」をもち、モデルとして景観

形成に取り組んでほしい。 

・親しみやすく人の集まる公共施設になってほしい。 

さくら通りの特徴が表現されていて良い。 




